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この本は、虫のぬけがら、昆虫の脱皮殻についての入門書です。

本書では、日本に生息する昆虫288種およびクモなどの節足

動物6種が残す558種類のぬけがらを紹介しています。

ぬけがらを調べる場合には、「実物大掲載ぬけがら一覧」（p.15 

〜 39）であたりをつけてから、種の解説と照らし合わせると

見当をつけやすいでしょう。ぬけがらは虫の種類だけではなく、

脱皮の段階によっても違うので注意してください。探し方や調

べ方については次頁以降でも解説しています。

この本を手がかりに、あなたも「虫のぬけがらウォッチン

グ」をしてみませんか。

羽化

コヤマトンボ
Macromia amphigena
ヤマトンボ科。成虫 67～81㎜、
幼虫 24～30㎜。北海道～九州。
平地から山地の、樹林に近い河
川上流から中流や池沼に生息。
初夏に羽化する。

リスアカネ
Sympetrum risi
トンボ科。成虫31～46㎜、幼虫
13～20㎜。北海道～九州。平地
から山地の、樹林に近い池沼に
生息。初夏に羽化する。羽化殻
は水辺の植物上などに残る。

ノシメトンボ
Sympetrum infuscatum
トンボ科。成虫37～52㎜、幼虫
15～20㎜。北海道～九州。平地
から山地の池沼、水田などに生
息する。初夏に羽化する。羽化
殻は植物上に残される。

成虫 成虫 成虫

アキアカネの羽化　
トンボ科は倒垂型の羽化をする。

脚が長くクモのような型

アカネ属は
似たものが多く、
成虫で識別するのが確実

羽化殻　
29㎜ほど。6月上旬、
幼虫を飼育し採取。

コヤマトンボ

羽化殻　
20㎜ほど。7月上旬、
ため池の植物上で採取。

リスアカネ

羽化殻　
18㎜ほど。7月上旬、
水田で羽化個体から採取。

ノシメトンボ

23：42　羽化の始まり

0：13　翅を伸ばしていく

23：45　頭胸背部から出る

0：29　重ねた翅が広がった

23：45　胸まで出た

2：29　翅を開き、体が色づく

23：46　大きくのけぞる 0：02　腹部半ばまでで静止 0：08　起き上がり尾部を抜く
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索引、参考文献 �  197

脱皮場面の連続写真

成虫や幼虫などの写真

種の解説　

脱皮殻の解説
「脱皮殻（1 → 2 齢）」は「1
齢幼虫から 2 齢幼虫への
脱皮時の殻」をあらわす。

脱皮殻の写真
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